
ふだんは家にいるが、自分の趣味に
関する用事のときだけ外出する

1.19 46.0

ふだんは家にいるが、近所のコンビニ
などには出かける 0.40 15.3

自室からは出るが、家からは出ない 0.09 3.5

自室からほとんど出ない 0.12 4.7

計 1.79 69.6

有効回収率に

占める割合（％）
準ひきこもり
46.0万人

狭義のひきこもり
23.6万人　（注２）

全国の推計数

（万人）（注１）

広義のひきこもり
69.6万人

若者の意識に関する調査（ひきこもり調査）骨子

男性 女性

(ｎ)

ひ き こ も り 群 (   59人)

ひ き こ も り 親 和 群 (  131人)

一 般 群 (3,092人)

66.1

36.6

47.8

33.9

63.4

52.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(%)

ひきこもり群は男性が多く、ひきこもり親和群は女性が多い傾向

性別（Ｑ１）

我 慢 を す る こ と が 多 か っ た

友 達 と よ く 話 し た

親 友 が い た

友 達 に い じ め ら れ た

いじめを見て見ぬふりを した

一人で遊んでいる方が楽しかった

不 登 校 を 経 験 し た

学校の勉強についていけなかった

学校の先生とうまくいかなかった

友 達 を い じ め た

あ て は ま る も の は な い

無 回 答

55.9

52.5

45.8

42.4

28.8

27.1

23.7

23.7

18.6

15.3

3.4

0.0

51.1

70.2

62.6

42.7

32.8

18.3

14.5

31.3

28.2

26.7

4.6

0.0

20.5

85.2

71.9

22.9

16.0

5.5

5.4

14.9

9.6

12.9

2.3

0.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ひきこもり群  （n=59人,M.T.=337.3%)

ひきこもり親和群  （n=131人,M.T.=383.2%)

一般群  （n=3,092人,M.T.=267.2%)

(%)

-
-

小中学校時代の経験（Ｑ１１）

ひきこもり群やひきこもり親和群は学校生活が必ずしもうまくいかなかった様子がうかがえる

ひきこもり群の推計数

ひきこもり親和群の推計数

　 ひきこもり親和群の有効回収率に占める割合は、3.99％

　ひきこもり親和群の推計数は、155万人

Ｑ27―11～14の４項目が、①４つとも「はい」と答えた者、及び②３つは「はい」で１つのみ「どちらか
といえば「はい」と答えた者の合計から「ひきこもり群」を除いた者を「ひきこもり親和群」と定義。

　11．家や自室に閉じこもっていて外に出ない人たちの気持ちがわかる

　12．自分も、家や自室に閉じこもりたいと思うことがある

　13．嫌な出来事があると、外に出たくなくなる

　14．理由があるなら家や自室に閉じこもるのも仕方がないと思う

  　　 （1.はい  2.どちらかといえばはい  3.どちらかといえばいいえ  4.いいえ）

　標 本 数  5,000人（全国15歳以上39歳以下の者）
　有効回収数(率)   3,287人（65.7％）

（注１）総務省「人口推計」（2009年）によると、15～39歳人口は3,880万人より、
　　　  有効回収率に占める割合（％）×3,880万人＝全国の推計数（万人）
（注２）厚生労働省の新ガイドラインにおけるひきこもりの推計値は25.5万世帯となっており、ほぼ一致する。

 ただし 　ア）現在の状態となって６ヶ月以上の者のみ

　　　 　　イ）「現在の状態のきっかけ」で、「病気（病名：　　）」に統合失調症又は身体的な病気、

             　  又は「その他（　　）」に自宅で仕事をしていると回答をした者　　を除く

         　ウ）「ふだん自宅にいるときによくしていること」で、「家事・育児をする」と回答した者　　を除く



非常に思う 思う 少し思う 思わない 無回答
(ｎ)

ひ き こ も り 群 (   59人) 6.8 8.5 16.9 66.1

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(%)

現在の状態について関係機関に相談したいか（Ｑ２４）

現在の状態について関係機関に相談したいと「思わない」者が、７割近く

どのような機関に相談したいか（Ｑ２５）

現在の状態をどのような機関なら相談したいか聞いたところ、①「親身に聴いてくれる」32.2％、②
「精神科医がいる」が27.1％、③「無料で相談できる」23.7％、などの順

親 身 に 聴 い て く れ る

精 神 科 医 が い る

無 料 で 相 談 で き る

自 宅 か ら 近 い

医 学 的 な 助 言 を く れ る

同じ悩みを持つ人と出会える

心 理 学 の 専 門 家 が い る

匿 名 で 相 談 で き る

民間団体（ＮＰＯなど）である

自 宅 に 専 門 家 が 来 て く れ る

あ て は ま る も の は な い

相 談 し た く な い

無 回 答

32.2

27.1

23.7

20.3

16.9

16.9

15.3

13.6

5.1

1.7

13.6

27.1

1.7

0 10 20 30 40

ひきこもり群  （n=59人,M.T.=215.3%)

(%)

不安要素（Ｑ２８）

ふだん自宅でよくしていること（Ｑ１８）

ひきこもり群とひきこもり親和群は、一般群と比べて「本を読む」や「インターネット」などが多い

ひきこもり群と親和群は、一般群と比較して、
様々な不安要素をかかえている

きっかけ別（Ｑ２３）

家族に申しわけないと思うことが多い

集 団 の 中 に 溶 け 込 め な い

他人がどう思っているかとても不安

生きるのが苦しいと感じることがある

知り合いに会うことが不安になる

死んでしまいたいと思うことがある

人 に 会 う の が 怖 い と 感 じ る

絶望的な気分になることがよくある

71.2

52.5

50.8

47.5

47.5

35.6

35.6

32.2

52.7

47.3

63.4

63.4

36.6

42.0

44.3

55.0

31.8

13.2

26.8

18.4

5.9

9.2

6.6

11.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ひきこもり群  （n=59人)

ひきこもり親和群  （n=131人)

一般群  （n=3,092人)

(%)

テ レ ビ を 見 る

本 を 読 む

イ ン タ ー ネ ッ ト

ゲ ー ム を す る

新 聞 を 読 む

67.8

67.8

62.7

45.8

32.2

80.2

49.6

60.3

36.6

16.0

81.2

38.0

49.2

32.3

19.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ひきこもり群  （n=59人)

ひきこもり親和群  （n=131人)

一般群  （n=3,092人)

(%)

職 場 に な じ め な か っ た

病 気

就職活動がうまくいかなかった

不登校（小学校・中学校・高校）

人間関係がうまくいかなかった

大 学 に な じ め な か っ た

受験に失敗した（高校・大学）

妊 娠 し た

そ の 他

無 回 答

23.7

23.7

20.3

11.9

11.9

6.8

1.7

0.0

25.4

3.4

0 10 20 30

ひきこもり群  （n=59人,M.T.=128.8%)

(%

-

仕事や就職に関するきっかけによってひきこもった
者が多く、学校に関するきっかけの者は少ない
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